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校長 井上 勝美
平成 24年 1月 30日
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前日がみぞれ混じりの天気で、無事開催できるだろうかと心配しましたが、当日は、気温がやや低いもの

のまずまずの天気に恵まれ、ミニマラソン大会を行うことができました。

この大会のスローガン「あきらめず 自分のペースで走りきろう」は、代表委員会 (児童が話し合う会議)
で決まりました。ゴール前の子どもたちの顔をひとりひとり見ましたが、みんな、スローガン通りに走りき

ることができました。たか<らっ子のがんばりに拍手です。
また、学年を超え、応援する態度もすばらしかったです。子どもたちの優しい心にも感心しました。

さらに、スポーツ委員会の開会式・閉会式の進行も見事でした。マラソンタイムの世話もしっかり取り組

むことができました。高学年としての自党ある行動にも感心しました。

大会終了後は、豚汁会を行いました。子どもたちが育てた野菜を多<のお母さん方が調理をしていただき、
とてもおいしい豚汁をいただ<ことができ故した。「あつたかいね。おいしいね。」と体育館が子どもたちの
笑顔でいつぱいになりました。

最後になりましたが、豚汁作りのお世話をいただいた保護者の皆様、子どもたちが走る走路の安全を見守

っていただいた生活安全パトロール隊の皆様、スクールヘルバーの皆様、そして、子どもたちに大きな声援

をいただいた保護者の皆様、本当にありがとうございました。

あきるめ 自分のペースで造りきろう◎

☆ 中休みや朝体みに走らない
といけないのがいやでした

が、ミニマラソン大会:き終わ

ってみると、走ってさかった

なあこ思い孝した。

☆ 私は、一生けん命がんはっ
て走ιl孝した。その理由勝朝
「がん暦ってわ。」こおうえん

くれたお母さんこあげあちゃ

ん、そして、「寒い中おうえん

じてくれた人たちのためにも

がんげるんだ」こ思っていた

からです。

☆ ミニマラVン大会●t終わっ
てこんじるを食べたこき、膠

っぺたが落ちるくらいおいし

かったです。

☆ 食べている間、作ってくれ
た人たちの心●lつまっている

のがこってもわからlきした。

☆ 6年生最後のマラソンタイ
ムだったlfご、一度も歩かず

に自分の力を出し切ってよか

ったです。

☆ 1年生の人がゴールした
時、 1年生でもがたばってい
る0ぁ こ思って感動しまし
た。6年生もウfLっ こきて、
それぼごalんばっていたと思

います。

☆ マうソンlききらいだったl■
ご、5・ 6年生で好きになιl
‐ 春した。だからマうソンはき
| ついl■ご、こても楽しいです。
1 定‖終わった時すっきιlする
| からです。今日もくやしかっ
| たlfれど、いつもよιl倍すっ
| きιlしきした。

達成感・感謝の気持ち
・次への意欲が伝ゎり。ます。
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こんな感想を多<の子どもたちは

鶯飩夕靱餞鼈郎蒻魃け'滉
☆ ぼくのお母さん|オきていな
かったけれど、がんげιlま し

た。おかあさんがほめてくれる

こいいです。

☆ lすじめさおかったl十れど、さ

おさをわけれてし春うくらい

alんげιl参した。

☆ 走ってきつかったltれご、が
んげって走ιlきした。歩きき世

んでした。みんなおうえたして

くれて、ゆうきができした。

☆ いういうな人がおうえんを
いっばいしてくれたから走れ

孝した。

☆ マうソン大会のめあてをつ
くιl参した。そのめあてをきも

れきした。わたしは、だから勝

やく走れたのです。


